
 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｍｏ管球を用いた透過極点の受光スリット幅決定 

 

 

 

 

 

 

 Ａｌ試料を用いて受光スリットの最適値を測定した 

 結果は４ｍｍであった。 

 対象ピークの近傍に妨害ピークがない場合、受光スリットは５ｍｍとする。 
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Ａｌ試料によるＭｏ管球の受光スリット幅を想定する 

プロファイル測定 

 標準測定２θ／θｓｃａｎオフセットマイナス４５．０度 

 多目的試料台はαは傾けないで（α＝９０．０で測定 

  

測定データ  

  

(111)  

(200)  



(220)  

(311)  

ピーク幅から最適スリットの算出 

 X 度の幅から 

  最適スリット＝185*tan(X/2*PI()/180)*2.0 

  

 ゴニオ半径１８５ｍｍでは最適スリット幅は４ｍｍと計算される。 

 近傍に妨害ピークがない場合４ｍｍ幅以上のＲＳスリットが望ましい。 

  


